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保
護
者
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
平

素
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
の
第
一
学
期
も
ま
も
な
く
終
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
か
ら
約
三
か
月
、
生
徒
た
ち
は
新
し
い
環
境
の
中
で
、
学
習
や
部
活
動
、

学
校
行
事
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
六
月
に
実
施
さ
れ
た
体

育
祭
で
は
、
生
徒
た
ち
が
仲
間
と
協
力
し
合
い
、
笑
顔
で
活
動
す
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　

さ
て
、
私
た
ち
が
生
き
る
現
代
社
会
は
、「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
と
は
、V

o
la

tility

（
変
動
性
）、U

n
c
e

rta
in

ty

（
不
確
実
性
）、

C
o

m
p

le
xity

（
複
雑
性
）、Am

b
ig

u
ity

（
曖
昧
性
）
の
頭
文
字
を
取
っ
た
言
葉
で
、

現
代
社
会
の
特
徴
を
表
す
概
念
で
、
将
来
の
予
測
が
困
難
で
、
変
化
が
激
し
く
、
複

雑
で
曖
昧
な
状
況
が
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
に
お

い
て
は
、
知
識
を
覚
え
る
だ
け
で
は
な
く
、「
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
す
る
力
」

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
、
文
章
作
成
や
翻
訳
、
情
報
検
索
な
ど
、
学
習
を
支
援
す
る
強
力
な

ツ
ー
ル
と
な
り
得
ま
す
が
、
使
い
方
を
誤
れ
ば
、
思
考
力
や
表
現
力
の
低
下
を
招
く

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
単
な
る
便
利
な
道
具
と
し
て
で
は
な
く
、「
学
び
を
深
め
る

た
め
の
補
助
的
な
存
在
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
、
Ａ
Ｉ
を
使
う

前
に
ま
ず
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ
の
出
力
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
批

判
的
に
読
み
解
く
力
を
養
う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
情
報
が

あ
ふ
れ
る
現
代
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
力
で
も
あ
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
も
、
家
庭
で
の
お
子
様
と
の
会
話
の
中
で
、「
Ａ
Ｉ
っ
て
ど
う

使
う
の
？
」「
自
分
で
考
え
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と
い
っ
た
問
い
か
け
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
が
主
体

的
に
学
び
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育
ん
で
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
伸
ば
す
べ
く
、
教
職
員
一
同
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
本
校

の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

保
護
者
な
ら
び
に
教
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
変
革
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
の
年
齢
に
よ
り
多
少
の

差
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
高
校
生
だ
っ
た
時
代
に
は
ま
だ
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
も
の

も
普
及
し
て
お
ら
ず
、
情
報
を
得
る
手
段
は
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
、
書
籍
が
中
心

で
し
た
。
今
の
高
校
生
は
『
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

生
ま
れ
た
時
か
ら
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
が
当
た
り
前
の
存
在
で
あ

り
、
親
が
教
え
な
く
て
も
こ
う
い
っ
た
機
器
を
操
り
、
む
し
ろ
親
よ
り
習
熟
し

て
い
る
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
特
に
情
報
通
信
の
分
野
で
は

１
０
年
前
、
２
０
年
前
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　

物
事
に
は
全
て
に
お
い
て
功
罪
両
面
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
良
い
も
の
を
求
め

変
化
を
続
け
る
の
は
人
間
の
本
質
で
あ
り
、『
功
』
で
あ
る
良
い
部
分
を
う
ま

く
活
用
し
、『
罪
』
で
あ
る
物
事
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
部
分
を
理
性
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
、
個
人
の
生
活
の
質
の
向
上
に
寄
与
し
、
ひ
い
て
は
社
会
の
発

展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
で
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
真
偽
不
明
の
情
報
が
氾
濫
し
、
ま
た
特
殊
詐
欺
の
よ
う
な
新
手
の
犯
罪
に
若

者
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
案
も
耳
に
し
ま
す
。
情
報
を
受
け
る
際
に
も
発
信
す
る

際
に
も
「
そ
の
発
信
源
は
確
か
な
も
の
か
」、「
他
者
を
貶
め
る
情
報
で
は
な
い

か
」
を
意
識
し
、
犯
罪
や
悪
意
あ
る
者
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
自
己
防
衛
が
必
要

で
す
。

　

海
外
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
国
の
リ
ー
ダ
ー
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り

経
済
情
勢
が
見
通
せ
な
か
っ
た
り
、
紛
争
が
続
く
地
域
も
あ
り
、
不
確
定
な
要

素
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
い
つ
の
時
代
も
困
難
を
乗
り
越
え
、

新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
今
が
あ
る
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
世
界
の
素
晴
ら
し

さ
で
あ
り
ま
す
。
大
事
な
の
は
、
自
分
自
身
で
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
、
信
頼

で
き
る
人
に
遠
慮
な
く
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

か
ら
５
０
年
後
、
１
０
０
年
後
の
未
来
を
生
き
る
若
者
が
自
信
を
持
っ
て
社
会

に
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
学
校
や
家
庭
で
の
温
か
い
見
守
り
を
お
願
い
し

ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
中
の
一
つ
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

健
全
育
成
部
会
は
、
昨
年
同
様
に
「
学
校

へ
行
こ
う
」
の
活
動
と
し
て
、
灑
郷
祭
で
熱

中
症
対
策
も
兼
ね
た
ド
リ
ン
ク
提
供
を
行
い

ま
し
た
。

　

広
報
部
会
は
、
こ
の
広
報
誌
「
ふ
じ
か
ぜ

９
２
号
」
の
発
行
に
向
け
て
、
灑
郷
祭
の
写

真
撮
影
や
編
集
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
部
会
は
、
今
年
度
の
研
修
事
業
と
し

て
、
講
演
会
の
内
容
や
講
師
の
選
定
に
つ
い
て

会
議
を
開
き
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

内
容
等
は
決
ま
り
次
第
、
改
め
て
皆
様
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
は
各
部

会
に
分
か
れ

て
、
生
徒
、

保
護
者
、
教

職
員
の
た
め

の
活
動
に
取

り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に

は
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

ご
挨
拶

ご
挨
拶

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
渡 

会
　
純 

一
　

自
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拓
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　柔道部は、１年生１名、２年生２名で活動していま

す。少ない人数ですが、近畿大会出場を目標に日々

練習に励んでいます。「継続は力なり」をモットーに

柔道の練習だけではなく体力トレーニングも行い心身

ともに成長できる環境です。練習は時に辛いときも

ありますが、目標を達成するために日々努力し、いつ

も支えていただいている方たちに恩返しができるよう

励みます。 主将　佐野　竜盛

柔 道 部 剣 道 部

陸 上 競 技 部

　私たち剣道部は、２年生２人、１年生１人の計３人

で活動しています。大会での目標は、近畿大会に出

場することで、目標実現のために基礎を大切にし、

また、周囲への感謝を忘れずに日々稽古に励んでい

ます。部員は少ないですが、支えてくれている人がい

ることを忘れずに、日々努力し、良い結果が残せるよ

うに稽古に励みます。 主将　熊取谷　幸太郎

　陸上競技部は長い歴史を持つ、伝統的な部活動であり、これ

までインターハイ・国民スポーツ大会をはじめ、多くの選手が全

国の舞台で活躍してきました。

　現在も個人種目・リレー種目共に近畿大会には出場しています

が、インターハイにつながる近畿地区予選会は全国屈指のハイ

レベルなブロックであり、その高い壁を越えることができてい

ません。今後も高校生アスリートにとっての最高の舞台であるイ

ンターハイへの切符を掴むために部員全員が切磋琢磨し合いな

がら、挑戦を続けていきます。 天安　唯人　　竹内　心菜

卓 球 部
　卓球部は女子11 人、男子13 人で活動をしています。練

習は真剣にやる時と楽しくやる時でメリハリをつけなが

ら、一生懸命頑張っています。いつも試合の中で何か1 つ

でも課題を見つけ、それを解決するためにどういった練習

をすれば良いのかを考え、仲間達で協力し合いながら技

術向上に向けて努力しています。目標は県大会ベスト 8・

近畿大会出場で、そのために 1日 1日の練習を大切にして

チーム一丸となって頑張ります。

 女子部長　大野　葵　　男子部長　小林　渉

ソフトテニス部野 球 部
　ソフトテニス部は、近畿大会出場を目標に、男女

とも日々の練習に取り組んでいます。少人数で初心者

も多いチームですが、メンバーで協力し、声を掛け合っ

て、明るい雰囲気の練習を心掛けています。楽しむ

気持ちと感謝の気持ちを忘れずに、目標達成に向け

練習を頑張っていきます。

　野球部は 1 年生６名、２年生８名、３年生４名の計１８

名で活動しています。私たちは選手１人ひとりがそれぞれ

自分の課題を見つけて改善し、個々のレベルを上げること

でチームとしての力をつけてきました。また、練習やトレー

ニングの時には、部員同士で励まし合い、活気に満ちた雰

囲気で活動しています。夏の大会では、日々の練習の成果

を発揮し、目標であるベスト８進出を達成できるように、

チーム一丸となって精一杯頑張ります。

 主将　出口　陽斗

女子バレーボール部男子バレーボール部
　私たち女子バレーボール部は、先輩たちの思いを引き継ぎ、ベス
ト８を目指して日々の練習に励んでいます。１年生１０人、２年生
３人の新チームとなり、どのような練習を行えば「勝ち」の一歩に
近づけるのかをチーム一丸となって考え、プレーしています。簡単
に達成できる目標ではないことを、仲間と共に感じつつも、一球
一球を大切にしてボールを繋ぎ、全力で取り組んでいきたいです。
　そして、日々の努力が結果に繋がるように後悔のない練習をし
たいです。支えてくださる方々に、「勝ち」で恩返しできるよう、
これからも練習に励んでいきます。
 主将　村田　詩乃　　副主将　志村　美依

　男子バレーボール部は、高校からバレーボールを始めた

者がほとんどです。何をすべきかわからないことも多いで

すが、仲間同士で話し、支え合いながらバレーボールを全

力で楽しむために頑張っています。また、良いプレーには

全員で喜び、悪いプレーには何がいけなかったのかを考え

ることで少しずつ上達しようと、練習に励んでいます。目

標は県大会ベスト４です。そのために、部員全員で練習に

も試合にも一生懸命頑張ります。 主将　桂田　青典

部活動紹介部活動紹介
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女子バスケットボール部

吹 奏 楽 部

女子バドミントン部

ス キ ー 部

男子バスケットボール部

男子バドミントン部

サ ッカ ー 部

ボ ー ト 部

　私たち女子バスケットボール部は多くの部員が初心者の

なかで、1 回でも多くの試合で勝つために基礎を固める練

習をしています。シュートやドリブルなど個人が技を磨き

成長し、チーム全体がレベルアップできるように日々練習

に取り組んでいます。部員同士の仲が良く和気藹々とした

明るい雰囲気の部活です。公式戦で練習の成果を出せる

ように頑張っています。バスケができることに感謝し、周

りから応援されるチームになっていきます。

 部長　入江　瑠夏

　私たち吹奏楽部は、２３人の仲間と共に活動しています。

部員の中には高校から始めた人もいますが、学年を超えて

互いに切磋琢磨し合いながら日々の練習に取り組んでいま

す。依頼演奏や吹奏楽祭などでは一人ひとりが前回より少

しでも成長を感じ、聴いてくださる方はもちろん、自分た

ち自身も「楽しい」と思えるような演奏を心掛けています。

目標である「コンクール金賞」を達成できるよう、大会本

番まで毎日精一杯頑張ります！ 部長　沢尾　瑠衣

　私たち女子バドミントン部は、２年生４名、１年生８名

の１２名で活動しています。これまでは初心者が多かった

のですが、今年は経験者も加わり、より充実した練習がで

きています。

　バドミントンは想像以上に運動量の多いスポーツです

が、部員同士で声を掛け合いながら、楽しく技術向上を目

指しています。試合では、相手が誰であっても最後まで諦

めず、全力で頑張っています。 部長　河原田　明莉

　スキー部は、冬に向けてオフシーズンはランニング

や筋力トレーニング、ローラースキーなど体力と技術

の向上に取り組んでいます。今年のスキー部の目標

は近畿大会男女総合優勝です。伝統ある高島高校ス

キー部でスキーができることに感謝し、チーム目標と

個々の目標を達成できるようにトレーニングに取り組

みたいと思います。また、支援や応援をしてくださる

方々に感謝の気持ちを忘れずに一生懸命頑張ります。

　私たち男子バスケットボール部は、県ベスト１６を目標

に、部員 16 人とマネージャー 2 人で活動しています。練

習では、メリハリをしっかりとつけること、それぞれの部

員が目標を持って取り組むことを意識しています。経験者

も未経験者もお互いに意見を出し合い、切磋琢磨していま

す。また、部活内だけではなく、普段の日常では挨拶をしっ

かりとし、礼儀と感謝を忘れず、全員が当たり前のことを

普段からできるように心がけています。是非気軽に、私た

ちの練習を見に来て下さい！ 部長　大西　楽人

　男子バドミントン部は、1 年生 22 名・2 年生 13 名で活

動しています。

　部員ほぼ全員が高校からバドミントンを始めましたが、

団体戦で県ベスト８を目標に日々練習に励んでいます。厳

しい練習をしたりしますが、部員同士で声かけをしたり、

個人個人が高い意識を持つことで雰囲気良く練習に取り

組めます。部員数がとても多いですが、互いにライバル心

を燃やし、大会に出場するメンバーに入ることを競い合っ

ています。 部長　川合　祐介

　私たち高島高校サッカー部は「STAY GOLD」と

いうスローガンを掲げています。現在は人数が少なく、

大会出場や練習試合をするのも大変ですが、それぞ

れの選手の成長や日々の積み重ねを大切にトレーニ

ングしています。１つ１つのプレーに意図や判断を

持ってプレーし、真剣さの中の楽しさや熱狂を獲得

できるように部員全員でコツコツと努力を重ねていき

ます。

　私たちボート部は、部員のほとんどが初心者から初めていま
すが、とても取り組みやすく成果を発揮しています。練習は琵琶
湖で行っており、湖面のコンディションや気候に注意を払って安
全第一で練習をしています。日頃の心がけは『レースでの勝利を
達成するため、毎日毎日間違いのない努力を積み重ねること』
です。適切な練習、トレーニングによりインターハイへの出場、
国スポでの優勝、入賞を目指して日々湖上へ繰り出します。新し
いスポーツに取り組みたい人、琵琶湖の四季を感じながら雄大
な自然の中で練習してみてみたい人、興味がある人は誰でも琵
琶湖に体験、見学に来てください！ 部長　山村　柚人

部活動紹介部活動紹介
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書 道 部

茶 華 道 部

Ｊ Ｒ Ｃ 部

美 術 部

写 真 部

演 劇 部

　私たち書道部は、西川桂邨先生のご指導のもと、全国

展入賞を目標として、練習を重ねています。日々、字の形

や大きさ・墨の濃淡を意識しながら、様々な字体の作品を

書いています。作品の質と量の両方を大切にしています。

また、完成した作品を見て、良い点と改善すべき点を考え、

次に活かすようにしています。

　今後も書道と真剣に向き合い、結果として形になるよう

頑張って、日々活動をしていきたいと思います。

 部長　山嵜　理恵

　私たち茶華道部は、１年生６人・２年生５人・３年生４人の計

15 人で活動しています。茶道では和室で落ち着いた雰囲気の中、

作法を身につけるよう丁寧に稽古をしています。華道では季節の

移ろいを感じながら華の美しさやバランスを学んで、自分らしい

生け方を身につけようと稽古に励んでいます。部員同士が学年

を越えて仲が良く、お互いに刺激を受けることで視野を広げるこ

とができています。3 年生はまもなく引退を迎えますが、それま

での時間を大切にしながら全員で楽しく活動していきたいと思い

ます。 部長　河原田　光柚

　ＪＲＣって、なに？と思っている人も多いと思いますが、

ＪＲＣは、青少年赤十字のことです。主に校外でボランティ

ア活動をしています。高齢者のためのスマホ教室のサポー

トや、地域の障害者施設のお祭りのお手伝い、児童虐待

防止のキャンペーン、オレンジリボンでは、子ども達が遊

ぶブースを運営したりしています。今年は 1 年生が 7人入

部しました。これからさまざまな活動ができそうです。

 部長　伊藤　ななみ

　私たち美術部は、部員全員が楽しく作品作りに日々取り

組んでいます。個人で作品を作ったり、複数人で合作した

りと自由な形での創作活動を楽しんでいます。毎年夏には、

学校の文化祭に、秋には美術部一大イベントの県の高等学

校総合文化祭に向けて出品しています。他にも外部からの

作品制作の依頼も受けています。誰かのために観賞したり

することを通じて、アイディアを豊かにしたり、自分の作

品製作をより高めることが出来ます。 部長　渡会　真菜

　私たち写真部は昨年に引き続き 3 年連続での近畿高文祭への

出場が決まっています。それ以外にも６月に彦根で行われた合

同撮影会をはじめ、各種撮影会や展覧会に参加します。各々が

楽しく活動し、納得のいく１枚を撮ることができるように頑張ろ

うと思います。また校内では、文化祭展示にて新入生の作品も

含む数多くの写真を展示しました。新入生にはこれから多くの場

所で写真を撮ってもらい、写真の楽しさを知ってほしいと思いま

す。３年生はもうすぐ引退なので、最後まで楽しく撮影に臨もう

と思います。 部長　野坂　みのり

　演劇部は 1 年生 3 人、2 年生 7人、3 年生 3 人の計 13 人で活

動しています。学年を問わずとても仲が良く、賑やかな部活です。

役者は、セリフの話し方や身振り手振りを工夫し、脚本担当者の

意見も取り入れながら何度も練習を繰り返して演技を磨いていま

す。裏方は音響・照明・大通具・衣装などがあり、どのように工

夫をすればより話の世界観を舞台上で表すことができるかを試

行錯誤しながら創り上げています。毎年、春・秋の県大会、文化

祭、高島市内でも大会や発表の機会があり、現在は文化祭に向

けて一生懸命頑張っています。 部長　松川　さくら

英 語 探 究 部科 学 探 究 部
　英語探究部はみんな「英語が好きで頑張りたい」という気持
ちを持ち、日々の活動に取り組んでいます。主な活動では、ディ
ベート大会に向けた準備や練習、レシテーションコンテストに向
けて発音矯正などに取り組んでいます。部活動以外でも英語で
話しかけ合ったり、ちょっとした会話を楽しんだりしています。
　英語を話すのは少し勇気がいることですが、みんな和気あい
あいとし、気軽に言い合える雰囲気があります。ディベートの準
備では、協力する中で自然と仲が深まり、お互いの新しい一面
に気づくこともあります。みんなで笑い合いながら、楽しく英語
力を伸ばしていける部活動です。 部長　山本　萌桃子

　科学探究部はここ数年琵琶湖の固有種を保全する目的

で探究しており、今年度は「琵琶湖水系における国内外来

種ヌマチチブの生息に影響を与える生物的・非生物的要因

の特定」を研究テーマに掲げ、活動しています。日ごろは

フィールドワークによる生物調査や環境調査、環境 DNA

調査、文献調査などを行っており、その成果を１２月に開

催されるサイエンスキャッスルワールドや、翌年２月に開

催されるサイエンスプロジェクト成果発表会で発表する予

定です。 部長　桒原　英仁

部活動紹介部活動紹介
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サッカー部
春季総体
　１回戦　高島高校 ２－３ 瀬田工業高校

野球部
春季大会
　１回戦　高島高校 ３－１０ 水口東高校

女子バトミントン部
春季総体
　【団体】高島高校 １－４ 八幡高校
　【ダブルス】古谷彩乃（3-4）足立花帆（3-4）
　　　　　　 ペア　２回戦進出
　【シングルス】足立花帆（3-4）、兵藤叶望（3-4）
　　　　　　 ３回戦進出

男子バトミントン部
春季総体
　【団体】高島高校 ２－３ 河瀬高校
　【シングルス】谷木翔威（2-4）　３回戦進出

女子バレーボール部
春季総体
　予選
　　１回戦　高島高校 ０－２ 滋賀短大附属高校
　　２回線　高島高校 ２－０ 日野高校
　決勝トーナメント
　　１回戦　高島高校 ０－２ 水口東高校

男子バレーボール部
春季総体
　予選
　　１回戦　高島高校 ２－０ 八日市高校
　決勝トーナメント
　　１回戦　高島高校 ０－２ 守山高校

男子バスケットボール部
春期総体
　１回戦　高島高校 ４６－６７ 近江兄弟社高校

陸上競技部
春季総体
　女子走高跳　７位　岩元美優（2-3）

ボート部
春期総体 / 近畿大会
　女子ダブルスカル
　　東村優那（3-2）・横井椰央（2-5）　２位

ソフトテニス部
春季総体（団体）
　＜男子＞
　　１回戦　高島高校 ２－ 1 大津高校
　　２回戦　高島高校 ０－２ 甲西高校
　　１２位決定戦
　　　　　　高島高校 １－２ 八幡高校
　＜女子＞
　　１回戦　高島高校 ３－０ 玉川高校
　　２回戦　高島高校 １－２ 虎姫高校
　　１２位決定戦
　　　　　　高島高校 ２－０ 能登川高校

卓球部
春季総体（団体）
　女子１回戦　高島高校 １－３ 草津東高校
　男子２回戦　高島高校 １－３ 長浜北高校

演劇部
第 39 回　滋賀県高等学校演劇
大津地区研修合同発表会　参加

吹奏楽部
第 63 回滋賀県吹奏楽祭　出演

（第 61 回滋賀県吹奏楽コンクール地区大会出演予定）

写真部
春季合同撮影会（彦根城）　参加

茶華道部
作品の校内展示

（月に１回程度正面玄関と生徒昇降口）

　　　表紙題字

　　　　書道部　峯森実幸（2-5）
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７
月 ２２日（火）

８
月

　１日（金） 第１回中学生体験入学
　８日（金）
１２日(火)
１５日(金)
１８日（月）
２９日（金）

９
月

　１日（月） 始業式
２０日（土） 第２回中学生体験入学

10
月

　１日（水） 湖西ブロック共同映画鑑賞（市民会館）
１４日（火）

１７日（金） 生徒会役員選挙

11
月

　６日（木）
　７日（金）
２７日（木）

12
月

　３日（水）
　４日（木）
　９日（火）
１０日（水）
１２日（金）
１７日（水） PTA•後援会合同講演会（市民会館）
２３日（火） 終業式

夏期補習（３年生前期）

夏期補習（全学年）

学校閉庁日
２年生　期末考査

１・３年生　期末考査　（４日～１０日）
２年生　修学旅行（沖縄方面）　（９日～１２日）

秋季高校総体・高文祭

中間考査

年内の主な行事予定年内の主な行事予定

部活動点描部活動点描
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三谷　忠義

中川　雅彦

主任
木谷　　哲

【教科】英語
【クラブ】ソフトテニス

主任
馬場　義人

【教科】保健体育
【クラブ】野球

野﨑　勝也
【教科】理科
【クラブ】ソフトテニス

文理探究科主任
中川　貴敏

【教科】理科
【クラブ】卓球

駒井三枝子
【教科】国語
【クラブ】JRC・バレーボール

本庄　　憲
【教科】数学
【クラブ】剣道

橋本永津子
【教科】理科
【クラブ】バドミントン

松下　勇偉
【教科】英語
【クラブ】ボート

岩本　和博
【教科】保健体育
【クラブ】スキー

友岡信太朗
【教科】理科
【クラブ】バスケットボール

北川万佐江
【教科】国語
【クラブ】茶華道・演劇

養護教諭
藤井　恵美

【クラブ】陸上競技・書道

主任
武藤　治樹

【教科】社会
【クラブ】サッカー

１組
塚本　和美

【教科】国語
【クラブ】卓球

事務長
山崎　伸子

４組
末次　賢伍

【教科】数学
【クラブ】バスケットボール

主事
阪倉みなみ

２組
小西　一平

【教科】英語
【クラブ】英語探究・スキー

３組
筈井　勇太

【教科】社会
【クラブ】ソフトテニス

主査
中島　美保

５組
中川　由佳

【教科】理科
【クラブ】科学探究

事務員
木下　恵美

主任
橋本　貴之

【教科】数学
【クラブ】サッカー

３組
前田　真記

【教科】国語
【クラブ】吹奏楽

４組
吉田こころ

【教科】数学
【クラブ】演劇

２組
鈴木　　晋

【教科】理科
【クラブ】バドミントン

１組
井上　雅也

【教科】社会
【クラブ】野球

５組
岩松　雅美

【教科】英語
【クラブ】バレーボール

非常勤講師
三浦　芳樹

【教科】英語

非常勤講師
橋本　　剛

【教科】英語

３組
辻居　正樹

【教科】数学
【クラブ】茶華道・柔道・剣道

非常勤講師
川合　　徹

【教科】芸術美術

非常勤講師
川添　裕子

【教科】芸術書道

５組
小島　久和

【教科】英語
【クラブ】写真・卓球

業務員
橋詰　広隆

支援員
柿本　真澄

支援員
鈴木　宣行

主任
杉本　武康

【教科】保健体育
【クラブ】陸上競技

非常勤講師
伊藤　晶子

【教科】芸術音楽

４組
伊賀ののか

【教科】国語
【クラブ】吹奏楽

業務員
小林　　晋

主任
川道　　尚

【教科】理科
【クラブ】ボート

１組
朝永奈津美

【教科】英語
【クラブ】バドミントン

２組
清水　美緒

【教科】体育
【クラブ】柔道

七里　晃弘
【教科】社会
【クラブ】美術・野球

三田　貴之
【教科】社会
【クラブ】陸上競技

非常勤講師
飯田　典子

【教科】英語

非常勤講師
西川　守彦

【教科】芸術書道

非常勤講師
髙橋　純子

【教科】芸術音楽

進路指導課

教　務　課生徒指導課

事　務　室

第３学年第２学年第１学年

教　　頭

校　　長

非常勤講師
駒井　清行

【教科】国語

ＡＬＴ
ｼﾞｮｼｭｱ ｱﾝﾌﾞﾛｰｽﾞ

【教科】英語

非常勤講師
白井　康雄

【教科】社会

非常勤講師
熊谷万寿美

【教科】国語

非常勤講師
藤井美智子

【教科】理科

成谷　洸香
【教科】保健体育
【クラブ】バスケットボール

齊藤　友子
【教科】家庭
【クラブ】スキー・ボート

司書
蓑田　　朋

伊藤　瑞稀
【教科】英語
【クラブ】バレーボール

教職員・スタッフ紹介


